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世界に誇れる

「資源の分別回収の習慣」を、次世代に！

今春ブラジルで開催されたワールドカップサッカー

大会で、日本が世界から注目されたことがありました。

記憶されている方も多いとは思いますが、注目された

のは日本代表チームではなく、日本のサッカーファンが

会場のごみ片付けをしたことでした。

我々日本人には特別のことではありませんが、まさに

この習慣に世界が驚いたのです。そして、その習慣が

日々私たちの生活の中で、プラマーク付プラスチック、

雑がみ、新聞、ペットボトル等々しっかり分別をしてい

ることにつながっていると改めて気付きました。

これが世界に誇るべきに日本人のマナーです。

そして、先日３Ｒ交流セミナーに参加しました。

そのときに教えていただいたことは、上田で行ってい

る“ごみ減量アドバイザーによる市民への啓発活動”は

全国でも珍しく、上田が誇る宝物の一つとわかったこと

でした。

世界が驚いた日本人の習慣に加えて、行政・自治会・

アドバイザー・市民のチームワークが機能する上田は、

世界に誇れる美しい街だと思います。

ぜひこの世界に誇れる習慣とチームワークを次世代

にしっかり伝えていきたいと思います。

★ごみの分別や、減量・リサイクル等の意識向上を目指

してアドバイザーは活動しています。住民の皆さんにさ

らに理解が得られるよう、学習会などにアドバイザーの

活用をお願いします。

☆このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行われる

催しをお知らせいたします。催し物がない日でも、気楽

にお出かけください。良い情報交換ができると思います。

★環境に配慮したグリーン購入のお手伝いとして、エコ

文具の販売、ペットボトルから作ったネクタイの販売と、

手づくりのリサイクル品、布ぞうり、袋物、さき織り製

品等の販売をしています。

◎古着の回収

11 月 7 日（金）午前 10 時から正午

時間内に持参してください。

ごみ減量にご協力ください。

衣類を燃やさずリサイクルしましょう。
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可燃ごみの減量

我々が企業人として勤めていたころ、品質管理活動が盛んに行

われていました。それは、会社の体質を強くするということで、

製品のロス（不良品）を無くすことです。初歩的手法で、不良内

容を項目別に統計を取り分析して、多い順に対策をとっていきま

す。可燃ごみも同じように比率の多い順に並べてみました。

可燃ごみの項目比率（平成 25 年 6 月 調査）

① 生ごみ （54.1％）

② 紙類（リサイクル不可） （14.6％）

③ その他可燃ごみ （10.3％）

④ 不燃ごみ （ 8.9％）

⑤ 紙類（リサイクル可） （ 7.1％） 以上全体の 95％

一番必要なことは、②～⑤をしっかり分別することです。

さらに、最大の減量項目である①の生ごみを減らすため、市

が進めている生ごみ減量化機器を導入する方法があります。

・堆肥化容器…コンポスト、密閉容器

・電気式生ごみ処理機…乾燥式・バイオ式

・段ボールで生ごみ処理…「ぱっくん」

など、これには費用・手間、導入への意識付け等問題もあり

ますが、各家庭の環境に合うものを見つけて、燃やせるごみ袋

にできるだけ生ごみを入れない努力をしてほしいと思います。

どうしても生ごみを収集袋に入れて出す人は、しっかり水切

りをしてほしいと思います。

体験コーナー

★空き缶のリサイクル

★牛乳パックのリサイクル

少しの時間で作れる物があります。

生ごみの堆肥化とごみ減量
わかりやすく、すぐ実行できるごみ減

量法をアドバイスいたします。

申し込み､問い合わせ先

｢エコ・ハウス｣（上田クリーンセンター内） 上田市天神 3-11-31 ℡23－5144
エコ・サポート 21ホームページ http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ecohouse/

さあ！出かけましょう

エコ・ハウスへ

＊わくわく講座＊ （参加費各回 100 円）
申し込みは、11 月 4 日（火）以降、電話でエコ・ハウスへ（受付は電話のみ）。

★ 布ぞうり作り (定員 10名)

サラッとした感触が素足に心地よく､外反母趾にも効果あり。

古布を捨てずにカラフルな布ぞうりはいかがですか。

使い古したもめんのシーツ､ゆかた､洋服を裂いて､わらじのように編んで作ります。

日 時 11 月 18 日（火）、25 日（火） 午前 10 時～午後 3時 （2 回コース）

持ち物 はさみ､ものさし(30cm 位)、昼食

材料費 30 円 材料は各自､手持ちの布を持参してください。
（ゆかた、シーツ、布団カバー等ほどいて、布を 5～6cm 幅に裂いて持ってきてください。）

★ ネクタイから巾着作り (定員 8 名)
日 時 11 月 20 日（木） 午前 10 時～午後 3時

持ち物 ネクタイ 4本以上（洗ってほどいてアイロンがけ）、裁縫道具、型紙用紙、昼食

諸経費 100 円

材料費 100 円


